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センター長からのご挨拶 

 

生体情報研究センターは、新たな臨床検査法の研究・開発を目的として、2021 年に開設されま

した。新型コロナウイルス感染症の流行期においては、PCR 検査を通じて地域に貢献してまいりま

した。ポストコロナ時代を迎えた現在は、以下の 3つを柱として活動を行っております。 

 

（1）医療人材育成のための教育 

（2）医療技術開発、提供 

（3）感染症対策 

 

2025 年度は、かねてより準備を進めてきたクラウドファンディング「医療人材育成と検査体制の

強化を。【熊本の未来を築く】感染症対策へ！」の実施から始まりました。皆様の温かいご支援のお

かげで、無事に目標を達成することができました。ご協力いただき、誠にありがとうございました。い

ただいたご支援をもとに、センターとして皆様の期待に応えられる活動を進めていく所存です。 

 

 高校生を対象とした「架け橋授業」や、大学院生を対象とした「次世代育成プログラム（感染症

PCR 検査）」を実施し、PCR 検査を中心とした医療人材育成のための教育を進めました。また、

「熊大まちなかキャンパストークイベント」や「熊本日日新聞」におけるセンター活動の紹介記事を

通じて、市民の皆様に当センターの活動を知っていただく機会を得ることができました。加えて、クラ

ウドファンディングの資金を活用して、センターのホームページを開設いたしました。今後は、センタ

ーの活動報告等を通じて、当センターと皆様との交流の場として育ててまいります。 

 

 次年度は、引き続き県との連携を深めながら感染症対策を進めるとともに、センター改修の完

了に伴い、施設・環境整備を進め、センターでの活動をさらに充実させていきたいと考えております。 

 

 今後とも、皆様の温かいご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

生体情報研究センター長 

山本 雅大 
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施設概要 

 

名称： 熊本大学大学院生命科学研究部付属生体情報研究センター 

住所： 〒862-0976 熊本市中央区九品寺 4-24-1 
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HPの開設について 

 

本センターでは、「新規感染症に備えた検査体制の構築・維持」を目的に、本クラウ

ドファンディング実施に向けて生体情報研究センターホームページ

（https://www.hs.kumamoto-u.ac.jp/cbls/）を開設いたしました。 
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組織 

（令和 8年 4月 1日現在） 

 

⚫ 生体情報研究センター運営委員会委員 

教授 山本 雅大（センター長） 

教授 大坪 和明（副センター長） 

教授 伊藤 隆史（副センター長） 

教授 田崎 雅義（副センター長） 

教授 大林 光念  

教授 船間 芳憲  

教授 藤原 康博 

教授 三笘 里香  

教授 津々木 博康  

 

⚫ 運営委員会委員以外の併任教員 

助教 梶原 隆太郎  

助教 矢野 浩夢  

助教 芳之内 達也  
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所属教員の活動紹介 

 

教授 大林 光念 

教授 船間 芳憲 

教授 山本 雅大 

教授 藤原 康博 

教授 三笘 里香 

教授 伊藤 隆史 

教授 大坪 和明 

教授 田崎 雅義 

教授 津々木 博康 

助教 梶原 隆太郎 

助教 矢野 浩夢 

助教 芳之内 達也 
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教員氏名  

大林 光念 

 

専門分野 

臨床検査医学、脳神経内科学、自律神経学、臨床栄養学、 

アミロイドーシス学 

 

主な研究課題 

 

中枢性感作から末梢神経障害へ: 日瑞小径線維ニューロパチー診療のパラダイムシフト 

(2026 年度 ～ 2029 年度、文部科学省 科学研究費補助金 基盤研究 C (一般) 

（概要） 

国内外問わず多い「疼痛」に悩む患者の 30-55%が小径線維ニューロパチー(SFN)を有し

ている。「SFN に伴う『疼痛』に関する研究・診療」は今、パラダイムシフトすべき時期に

ある。中枢性感作(CS)の概念により、従来「機能性疼痛」に分類されてきた患者群の中に、

線維筋痛症(FM)や慢性疲労症候群(CFS)、体位性起立頻脈症候群(POTS)を基礎疾患とする

「器質的末梢神経障害による疼痛」として治療すべき一群の存在が推測されるためである。 

 本研究は、CS と SFN の相互関係を明確化し、FM や CFS、POTS に伴う SFN 患者の疼

痛の詳細な病因・病態に迫ると共に、診断・治療の標準化や新規バイオマーカーの考案によ

り、これらの患者に末梢神経が可逆的な時期に、病因に応じた疼痛治療を施すことを目的と

する。日本―スウェーデン合同の臨床研究＋動物実験からなる本研究で、CS モデルから末

梢神経障害モデルへの病態理解の転換の必要性を確認できれば、「機能性疼痛」の概念の再

定義にも繋がる。 

 

 

提供可能な講義 

1. 気候変動の顕著な時代だからこそ、自律神経について深く知ろう！ 

2. 臨床検査専門医が語る「検査の真髄」 

3. NST 認定医が推奨する高齢者の栄養管理                                  など 

図.  研究方法の概要

臨床臨床的検討
(2026-2029年度の4年間を通して行う)

((1)、(2)① は熊本大学、大分大学、
スウェーデン王国立Umeå大学で、
(2)② は熊本大学で一括して行う)

動物実験
(主に2026年度に熊本大学で行う)

(1)対象と症例分類
(2)疼痛特性・治療反応性の比較検討
① 疼痛特性の評価

A. 主観的指標
B. 客観的評価

② 治療反応性の評価
(3) 遺伝子解析と多型比較

(1)実験動物モデルの構築
(2) 行動学的評価
(3) 組織学的・分子生物学的評価
(4) 相関解析と病態モデルの構築
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教員氏名： 船間 芳憲       

 

 

専門分野： X 線機器学、X 線物医学 

 

 

このような出前授業を提供できます 

・X 線が人体をとおり作られる画像のメカニズム 

・医療における X 線の役割 

 

 

このような研究を展開しています 

 

放射線機器を用いて得られる画像は診断・治療において重要な役割を果たしている。X 線

横断回転撮影装置（CT）は放射線機器の中の一つであり、現在、X 線の強度を検出する検

出器が間接変換型でエネルギー積分型（EID CT）が主流である。最近になり直瀬変換型

で X 線スペクトルを測定する新しいタイプの PCD CT が開発され、CT 装置メーカーによ

っては実臨床導入前のプロトタイプや一部臨床へ導入された装置あり注目を集めている。

我々は、CT 装置メーカーとの共同研究によりプロトタイプの PCD CT 装置を用いて従来

CT 装置と比較し、①線量低減が可能性について、画質改善の効果が診断に寄与する効果

について、定量解析結果による精度の向上について、など臨床へ直結するさまざまな課題

に取り組んでいる。 

PCD CT による冠動脈ステント内腔のプラークや金属メッシュの描出の改善 

EID CT PCD CT  
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教員氏名： 山本 雅大       

 

専門分野： 病理学、腫瘍学、病理検査学 

 

このような出前授業を提供できます 

・なぜ「がん」になるのか 

・病理検査について 

このような研究を展開しています 

 がんは日本人の２人に１人が罹患する身近な疾患です。「なぜがんができるのか？」を

基礎に、「どのようにがんを制御できるか？」を考え、さらに「がんに関わる検査法の改

良」を目指して研究を行っています。 

１ がん遺伝子相互作用の解明（図１） 

 がんの発生には複数（数個～10 個程度）の遺伝子異常が関与します。個々の遺伝子異常

ではなく、それらの相互作用が重要と考えています。動物の肝臓内で複数のがん遺伝子を

活性化させるモデルを使って生体内でのがん遺伝子の相互作用に注目し、発がん研究を進

めています。 

２ がんの弱点をつく治療法（図２） 

 発がんの研究を通し、がんの遺伝子異常はがん細胞に、増殖・生存に有利な変化だけで

はなく、正常細胞にはない弱点をもたらすことが明らかになってきました。薬剤スクリー

ニングを通して、このがん細胞特有の弱点を標的とする治療法の開発も行っています。さ

らには分子機序の解明を通して、治療法のみならずバイオマーカーとして検査技術の向上

に寄与することを目標としています。 

３ 病理標本内の核酸（DNA・RNA）品質を向上させる固定法の開発（図３） 

 遺伝子異常は現在、ゲノム検査で調べることで治療や診断に活用されています。ゲノム

検査には、腫瘍組織を多く含む病理組織標本が用いられますが、それに用いられる核酸品

質が検査の成否を分けます。病理組織標本の核酸品質に大きな影響を与えるホルマリン固

定法を改良することで、ゲノム検査の成功率の改善を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

  図１ がん遺伝子相互作用   図２ がん治療法の開発    図３ 固定法の開発 

 

・病理組織を用いた解析が可能です  

複数の遺伝⼦を導⼊

肝腫瘍を誘導
遺伝⼦相互作⽤を
⽣体内で解明

遺伝⼦変異X
がん細胞

がん脆弱性
新規治療薬

薬剤スクリーニング
（約900薬剤）
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教員氏名：藤原 康博 

専門分野：磁気共鳴画像学 

出前授業について 

以下のテーマで出前授業を行うことができます。 

・強力な磁場を用いて生体内のさまざまな情報を取得する技術 

・医療における MRI 検査の仕組み、役割、安全性 

研究について 

研究課題：磁気共鳴画像を用いた生体情報の可視化と臨床応用 

Magnetic Resonance Imaging （MRI）、Computed Tomography（CT）、Positron Emission 

Tomography（PET）などのイメージング技術は、多様な疾患の診断において不可欠なツ

ールとなっています。私たちの研究室では、正確な診断を支援し、迅速に治療方針を決定

できるよう、生体イメージング手法と画像解析技術の開発に取り組んでいます。特に、生

体組織の形態や機能の変化を定量的に評価する先進的 MR イメージング技術の開発とその

臨床応用に注力しています。非侵襲的かつ短時間の検査から画像処理まで、包括的なプロ

セスを通じて臨床判断を迅速にサポートすることを目指しています。 

近年では、パーキンソン病などの神経変性疾患を正確な診断を目的とした先進的 MR イメ

ージングの開発に取り組んでいます。MRI 検査により脳組織に含まれる高分子や局所の磁

化率などを測定し、神経の変性脱落や鉄蓄積の程度を定量的に評価します。これにより、

疾患の早期診断、進行度評価、治療効果のモニタリングなどに利用可能なイメージングバ

イオマーカーの探索を行っています。
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教員氏名： 三笘 里香       

 

専門分野： 実践開発看護学 

 

このような出前授業を提供できます 

・看護師のフィジカルアセスメントに関する授業 

・クリティカルケア・周術期の看護に関する授業 

 

このような研究を展開しています 

実践開発看護学講座において、急性期、回復期にある様々な疾患を有する成人期から高

齢期の人々とその家族への看護の質の向上のために、看護師や看護学生を対象に、多様な

健康上の問題を解決するためのフィジカルアセスメントに関する研究、患者の身体面での

管理に関する看護実践力の育成に関する研究に取り組んでいます。 

フィジカルアセスメントに関する研究では、呼吸音聴取を含む呼吸機能に関するアセス

メント、心音聴取を含む循環機能に関するアセスメント、ナーシングアンシミュレータや

多職種連携ハイブリッドシミュレータ SCENARIO 等のシミュレータを用いた介入研究の

有効性の検証に取り組んでいます。 

 

看護学分野では、熊本大学病院看護部から依頼があった部署の研究支援を行っていま

す。実践開発看護学講座において、2025 年度は以下の研究支援を行いました。 

【西病棟 4階】 

『特定行為研修を修了した看護師の実践・活動状況に関する調査研究』について、倫理審査

申請、実態調査及びデータ分析の支援を行いました。 

【東病棟 5階】 

『心臓リハビリテーション継続における多職種アプローチの有効性と患者特性・施設間格

差の影響』について、学会発表支援を行い、第 31回日本心臓リハビリテーション学会学術

集会において発表しました。 

『緊急 CABGを受ける独居高齢患者に対する術前不安への看護介入と支援体制構築』につい

て、学会発表支援を行い、第 22回日本循環器看護学会学術集会において発表しました。 

『退院困難と考えられた心不全ターミナル期の患者に対する多職種連携による在宅支援』

について、学会発表支援を行い、第 29回日本心不全学会学術集会において発表しました。 

【HCU】 

『HCU の看護師を対象とした身体拘束最小化への教育的介入による効果について～看護師

の倫理的感受性の向上を目指して～』について、文献検討、研究計画書作成及び倫理審査申

請の支援を行いました。 
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教員氏名： 伊藤 隆史      

 

専門分野： 血栓止血学、検査血液学、救急集中治療医学 

 

このような出前授業を提供できます 

・血液が固まる病気と固まらない病気について 

・生命を脅かす感染症：敗血症について 

・ヘパリン投与に伴う有害事象：HIT について 

 

このような研究を展開しています 

敗血症は「感染によって重篤な

臓器障害が引き起こされる状態」

と定義されています。ただ、臓器

障害が引き起こされる機序につ

いては、まだ十分に解明されてい

ません。我々は、活性化白血球や

損傷を受けた細胞から放出され

る生理活性分子（DAMPs）が、遠

隔臓器障害や血管内血栓形成を

引き起こす重要な因子であるこ

とに注目し、新規検査法や新規治

療法の開発に取り組んでいます。 

 

 血栓形成過程を総合的かつ定量的に評価する新規検査法の開発にも取り組んでいます。

ZACROS 株式会社の産学連携事業で開発された血栓形成能解析システム（Ｔ－ＴＡＳ®）で

は、マイクロチップ上の流路において血栓が形成される過程を、カメラで視覚的に捉えると

ともに、圧力センサーで定量的に評価することができます。流速によって、血小板主体の血

栓が形成されたり、フィブリン主体の血栓が形成されたりするのが特徴で、生体内での血栓

形成過程に近い条件で検査することによって、血栓性疾患、出血性疾患の診断や抗血栓薬の

効果判定に役

立てることを

目指していま

す。 
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教員氏名： 大坪 和明 

 

専門分野： 生化学、生体分子制御解析学、疾患糖鎖生物学 

 

このような出前授業を提供できます 

•ウイルスとヒトの攻防と共生 

ウイルスとは一体何物なのか？その構造や生活環の理解を通して、世界的な猛威をふるっ

た新型コロナウイルスの最新検査法や解析法を紹介します。ヒトは進化の過程でウイルス

感染に対抗するさまざまな仕組みを獲得した一方、いくつかのウイルスはヒトとの共生を

成し遂げています。その発見やメカニズム、医療への応用を解説し、普段あまり語られるこ

とのないウイルスとヒトとの攻防と共生について講義します。 

•甘くないお砂糖のお話 

じつは、この世界に存在する糖は甘くないものの方が圧倒的に多く、それらは私たちが良く

知る栄養素としての糖とは全く異なる役割を果たしています。この甘くない糖の実態と

は？その私たちの体の中での機能は？さらには甘く無い糖の産業•医療への応用について解

説し、最新の甘くない糖の科学について講義します。 

 

このような研究を展開しています 

糖鎖形成異常による疾患発症メカニズムの解明 

私達の体を形成する３７兆個もの細胞の表面は、厚い糖の鎖（糖鎖）の殻で覆われています。

この糖鎖はタンパク質や脂質の分子上に形成され、様々な生物学的機能を担っており、私達

の生命活動の維持に不可欠や役割を果たしています。また、産生される糖鎖の構造の変化が

細胞機能や生体機能を障害し、疾患発症の原因となることが数多く報告されています。臨床

の現場では、このような異常な糖鎖を疾患マーカーとして、診断に利用しています。一方、

細胞へのウイルス感染に糖鎖が深く関与していることが判明しています。しかし糖鎖の生

物学的機能の詳細は未だ十分明らかになっていません。私達は以下の３つの課題に焦点を

当てて、その解明に取り組んでいます。 

 

１）糖尿病発症の引き金となる膵臓β細胞の糖鎖形成障害 

膵臓β細胞は血糖レベルに応じたインスリンを分泌することで、全身の代謝機能を制御し

ています。膵臓β細胞が血糖レベルを認識するためには、そのセンサー分子であるグルコー

ストランスポーター２(GLUT2)が細胞表面に存在することが必要です。私たちは GLUT2

の細胞表面への局在に GLUT2 の糖鎖修飾が不可欠であることを発見しました。糖尿病の

発症過程では GLUT2 の糖鎖修飾が障害され、GLUT2 がβ細胞の表面から消失し、その結

果、インスリン分泌機能が障害されることも突き止めています。私たちは糖鎖合成障害によ

る GLUT2 消失の分子メカニズムの解明に取り組み、新規治療薬の開発を目指しています。 
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２）がんの転移を促進するシアリル Tn 糖鎖抗原の生物学的機能の解明 

様々ながんにおいてその出現が認められるシアリル Tn(sTn)糖鎖抗原は、転移や予後の不

良と相関します。しかしながら、sTn 糖鎖抗原がどのような生物学的機能を有するのかは、

未だ明らかになっていません。私達は、sTn 糖鎖抗原が細胞の運動機能を活性化するととも

に、抗酸化酵素を誘導することでがん微小環境に適応することを発見しました。現在、その

詳細な機能メカニズムの解明や新規抗がん剤の開発に取り組んでいます。 

 

３）これまで困難だった遺伝子解析を可能とするウイルス濃縮技術の開発 

ウイルス感染初期や感染症療養中の患者さんの検体中のウイルス量は

ごく僅かであり、検出することは困難です。また、ウイルスのゲノム

解析（遺伝子配列の決定）には多くのウイルスを必要とするため、解

析できる検体は限られてしまいます。ウイルス感染症の拡大の動向や

変異株の出現を捉えるためには、取得できるウイルス量の問題を解決

する必要があります。近年、世界的な猛威をふるった新型コロナウイ

ルスをはじめとする多くのウイルスはエンベロープという殻に覆われ

たタイプに属しています。このエンベロープには糖鎖が豊富に存在し

ています。私たちは糖鎖に結合する「レクチン」というタンパク質を

用いて、ウイルス濃度の低い検体からウイルスを高度に濃縮し、ウイ

ルス遺伝子の解析を可能とする技術の開発に成功しています。現在、

この技術の応用を進めています。 
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教員氏名： 田崎 雅義     

  

 

専門分野： 検査医学、臨床化学、遺伝子検査学 

 

このような出前授業を提供できます 

・医療における臨床検査の役割とは？ 

・蛋白質や遺伝情報を検査することでわかること 

・ホルマリン固定組織切片からの蛋白質の同定 

 

このような研究を展開しています 

研究課題：アミロイドーシスの診断法の開発および病態解析 

  

アミロイドーシスは可溶性のタンパク質が難溶性アミロイド線維へと構造を変え、全身

組織に沈着することで臓器障害を引き起こす難治性の疾患群の総称である。アミロイドを

形成する蛋白質は、これまでに 42 種類以上報告され、原因蛋白質の種類によって治療法が

異なるため、正確に病型診断することが極めて重要である。私は、熊本大学病院アミロイド

ーシス診療センター、植田光晴教授（センター長）のご指導の下、アミロイドーシスの正確

な診断システムの開発や病態解明を目指し、主に以下の研究に取り組んでいる。 

 

① 質量分析装置を用いたアミロイドーシス診断法の開発：ホルマリン固定組織切片を対象

に、LC-MS/MS を用いたアミロイド原因蛋白質の同定に関する研究に取り組んでいる。

その中で、様々なアミロイド原因蛋白質の同定し、報告してきた。近年では、本方法を

駆使し、本邦初の ALECT2 アミロイドーシスを診断し報告した（Suzuki and Tasaki et 

al., Amyloid 2024）。また、ダブルアミロイドーシス（AL および ATTR）も経験し報告

した (Nishihara, Kawano and Tasaki et al., EJHaem 2025)。 

② 病理学的・遺伝学的手法によるアミロイドーシス診断システムの構築：LC-MS/MS で

同定できたアミロイド領域に対する抗血清を作製し、Semenogelin アミロイドーシスに

対する免疫組織染色用抗体を開発した（Tasaki et al., Amyloid 2022）。遺伝子検査シス

テムをセットアップする中で、本邦 2 例目となる遺伝性フィブリノーゲンアミロイドー

シス（Tasaki et al., Amyloid 2022）や、ホモ変異を有する遺伝子 AApAI アミロイドー

シス（Yagi, Miyamoto and Tasaki et al., Hum Genome Var 2024）を診断し報告した。 

③ 新規アミロイドーシスの同定：2019 年、世界に先駆け、高齢者の静脈にアミロイド沈着

を認める EFEMP1 アミロイドーシスを同定し報告した（Tasaki et al., J Pathol 2019）。

EFEMP1 アミロイドは、2020 年、世界アミロイドーシス学会において、正式にアミロ

イド蛋白質として認められた（Benson et al., 2020）。現在は、今尚存在する原因不明ア
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ミロイドーシスの新規アミロイド原因蛋白質の同定を試みている。 

④ アミロイドーシスの病態解析：2021 年には、老化関連アミロイドーシスの発症頻度や

その病態をまとめた総説を発表した（Tasaki et al., Ageing Res Rev. 2021）。その他にも、

各種アミロイドーシスの病態解析にも取り組んでいる（Inoue and Tasaki et al., Cell Mol 

Life Sci 2022;Tasaki et al., Amyloid 2021）。  
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教員氏名： 津々木 博康    

   

専門分野： 病原生物学、病原生物検査学 

 

このような出前授業を提供できます 

・感染症について 

・微生物や細菌毒素について 

 

このような研究を展開しています 

 微生物検査学講座では、細菌などの病原微生物

による感染症を対象に、分子レベルでの病原性メ

カニズムや病原因子の解析、診断法の開発を通じ

て、感染症の予防・診断・治療への貢献を目指し

ています。近年、抗菌薬が効かない薬剤耐性菌

や、新たに出現・再興する感染症（新興・再興感

染症）の増加が大きな社会問題となっています。

当講座では、これらの課題に対応するため、以下

の研究に取り組んでいます。 

 

1 細菌毒素の病原性発現機構の解明 

病原細菌が産生する毒素の作用メカニズムと病態

形成への関与を明らかにし、新たな診断・治療戦略の基盤を構築します。 

2 薬剤耐性菌のサーベイランスと分子疫学的解析 

臨床で分離された薬剤耐性菌について、遺伝子解析や分子疫学的手法により調査を行い、

公衆衛生上のリスク評価と対策に貢献します。 

3 宿主の自然免疫応答・ストレス応答の分子機構解析 

感染時の宿主防御機構や炎症反応を分子レベルで解析し、免疫学的側面から感染症制御に

アプローチします。 

4 病原体および病原因子の迅速・高感度な検査診断法の開発 

臨床現場での迅速な診断を実現するため、分子生物学的技術を活用した新たな病原体検出

法を開発しています。 

これらの研究を通じて、基礎から応用まで一貫した感染症研究を行い、医療現場で役立つ

技術や知見の創出を目指しています。また、公衆衛生や臨床検査学の発展に貢献できる人

材の育成にも力を注いでいます。 

・細菌の病原性解析、細胞やマウスを用いた細菌感染モデル解析が可能です  
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教員氏名： 梶原 隆太郎       

 

専門分野： 免疫学、幹細胞生物学 

 

このような出前授業を提供できます 

・「感染症から体を守る免疫の仕組み」 

・「iPS 細胞/幹細胞が拓く医学研究の最前線」 

 

・このような研究を展開しています 

癌は、日本人の 2 人に 1 人がかかる病気といわれています。癌に対する標準治療は、今

までは主に手術療法、放射線療法、化学療法の 3 つでした。医療の進歩により、現在で

は、3 つの標準治療に続く第 4 の治療法として免疫療法が注目されています。免疫療法と

は、自分の身体の免疫を利用して癌を治療する方法です。さらに最近では、iPS 細胞を使

った免疫療法が注目を集めています。iPS 細胞から免疫細胞を作り、癌を見分けて排除す

る方法です。 

我々は遺伝子改変 iPS 細胞から誘導した樹状細胞(iPSC-DC)を用いた新規癌治療法の開

発を行っています。治療細胞のソースと

して iPS 細胞を用いることで、遺伝子改

変し免疫調整機能を持たせた細胞を無限

に得ることができます。体内に移植され

た iPSC-DC は腫瘍内に遊走し癌抗原を

取り込み、さらに抗腫瘍サイトカインを

産生し、腫瘍微小環境を変え、腫瘍浸潤

T 細胞を増加させます。本研究テーマで

は、マウスモデルにて種々の遺伝子改変

による iPSC-DC の抗腫瘍効果およびそ

のメカニズムを解析し、臨床応用のため

の安全性の検討を行っています。 

 

・共同研究のご提案や、技術や機器のご提供について 

我々は、免疫細胞のソースとしての iPS 細胞の活用の他、アルツハイマー病などの疾患

由来 iPS 細胞を使った薬剤開発を行っております。そこで、疾患由来 iPS 細胞の樹立サポ

ート、薬剤スクリーニング系に関する機器（イメージングサイトメーター、自動分注ラボ

ラトリーオートメーションシステムなど）や化合物ライブラリー（抗がん剤ライブラリー

や阻害剤ライブラリーなど 800 化合物以上）のご提供が可能です。 

写真 
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教員氏名： 矢野 浩夢       

 

専門分野： 病理学、病理検査学、細胞診断学 

 

このような出前授業を提供できます 

・悪性腫瘍や感染症におけるマクロファージの役割について 

・細胞診断の基礎と応用 

・病理組織標本の作り方 

 

このような研究を展開しています 

非結核性抗酸菌における免疫逃避機構の解明と新規治療戦略の開発 

近年、日本における非結核性抗酸菌（NTM）症の罹患率は増加の一途をたどり、すでに

結核を上回る水準に達しています。結核症が通常約 6 ヶ月の治療で治癒するのに対し、NTM

症では 1 年以上に及ぶ多剤併用療法が必要であり、治療抵抗性や副作用による治療中断も

多く、社会的・医療的負担が深刻な問題となっています。 

 我々は NTM の宿主細胞であるマクロファージに着目し、菌そのものではなく宿主側の

免疫応答を標的とした「宿主指向療法（Host Directed Therapy；HDT）」の開発を目指して

います。 

1) 免疫チェックポイント分子を標的とした治療戦略 

NTM に感染したマクロファージは、免疫チェックポイント分子を過剰に発現すること

で T 細胞の活性化を抑制し、感染局所に免疫抑制環境を形成します。本研究では、こ

の免疫抑制機構を制御し、宿主免疫を再活性化させることで NTM の排除を促進する

新規治療法の開発を進めています。 

 

2) マクロファージの殺菌能を増強する治療戦略 

NTM は疎水性の高い特殊な細胞壁構造を有し、マクロファージ内においても殺菌を回

避して生存・増殖します。本研究では、マクロファージの殺菌活性を高める薬剤のスク

リーニングを行い、NTM に対する有効な治療法の確立を目指しています。 

 

3) 脂質代謝リプログラミングを標的とした治療戦略 

近年、感染症において宿主細胞の脂質代謝再編成（metabolic reprogramming）が病態

に深く関与することが注目されています。我々は、NTM 感染マクロファージにおいて

コレステロール輸送・代謝経路の変化に伴い、細胞内脂質の蓄積と泡沫状形態への変化

が誘導されることを見出しました。このような脂質環境の変化は、NTM の細胞内生存

を支持する“感染ニッチ”の形成に関与している可能性があります。本研究では、この脂

写真 
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質代謝異常を標的とし、宿主細胞の代謝環境を制御することで NTM 感染を制御する

新規治療戦略の確立を目指しています。 
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教員氏名： 芳之内 達也       

 

専門分野： 臨床微生物学 

 

このような出前授業を提供できます 

・臨床検査技師の仕事と医療現場での役割 

・微生物検査・生理機能検査の基礎と実際 

 

このような研究を展開しています 

・病原真菌に対する抗真菌薬の殺菌効果および持続作用に関する研究 

深在性真菌症は、特に免疫不全患者や重症患者において問題となる感染症です。治療に

おいては適切な抗真菌薬の選択が重要ですが、菌種や菌株によって抗真菌薬に対する感受

性や反応が異なることが知られています。 

そこで、薬剤感受性評価に加えて、病原真菌に対する抗真菌薬の殺菌効果および持続作

用にも着目し、その特性を評価しています。薬剤耐性 Candida albicans などの臨床分離株

を対象として、抗真菌薬曝露下での菌数の変化や再増殖の挙動を解析しています。さら

に、短時間の薬剤曝露後にも残存する増殖抑制効果を評価し、薬剤ごとの作用の違いを明

らかにしています。これらの結果を薬剤感受性の成績とあわせて検討することで、病原真

菌に対する抗真菌薬の作用を多面的に捉え、より適切な抗真菌薬選択に貢献したいと考え

ています。 

 

 

写真 
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1. 山本雅大. 熊本マリスト学園. 発がん～どうしてがんができるのか？. 

2. 伊藤隆史. 学校法人松浦学園城北高等学校 高校生物から臨床検査医学への架け橋授

業 PCR 編 
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クラウドファンディング実施について 

 

2025 年 4 月 1 日から 5 月 30 日の期間で、クラウドファンディング「医療人材育成と検

査体制の強化を。【熊本の未来を築く】感染症対策へ！」

（https://readyfor.jp/projects/cbls-seitai）を実施いたしました。 

 本クラウドファンディングは、ポストコロナ時代の「新規感染症に備えた検査体制の維

持・構築」を目的としたものです。皆様の温かいご支援により、111 名の個人・団体様か

ら合計 3,063,000 円ものご寄付を賜りました。 

 お寄せいただいたご厚志は、本センターの活動を支える大きな力となります。今後も、

本センターの活動を通して、熊本県をはじめとする地域社会に貢献してまいります。ここ

に改めて厚く御礼申し上げます。 

記者懇談会の様子（2025 年 4 月 9 日） 

 

熊本日日新聞（2025 年 5 月 7 日掲載） 
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熊大まちなかキャンパストークイベントの実施について 

 

熊大まちなかキャンパストークイベントを実施しました。 

熊本大学とニューコ・ワン株式会社との共同企画「熊大まちなかキャンパストークイベント」にお

いて、「感染症対策で、熊本の未来を守る〜医療人材の育成と検査体制の強化を〜」展を開催しま

した。 本展では、新型コロナウイルス感染症の流行下で、逼迫する熊本県内の検査体制を支えた

大学教職員の取り組みや、PCR検査の仕組みを紹介しました。あわせて、コロナ禍で得た経験を

活かし、行政と連携して次の感染症に備える取り組みについても紹介しました。 
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次世代育成プログラム講習会の実施について 

 

令和７年度生体情報研究センター次世代育成プログラム（感染症PCR検査） 

２０２６年３月６日（金）に生体情報研究センターにて、生体情報研究センター次世代育成プログ

ラム（感染症PCR検査）を実施し、大学院生等 13名が受講しました。 

当センターは、新興感染症発生時に、迅速に検査機関と行政が連携して対応するため、熊本県

と検査措置協定を締結しています。その協定に基づいて、当センターでは、次世代の感染症検査を

担う人材の育成に努めています。本プログラムは、その一環として、感染症診断における遺伝子検

査についての知識と技術を身につけるために実施しています。 

プログラム内容 

１）感染症診断における遺伝子検査の位置付けについて 

２）バイオセーフティーと感染対策について 

３）手指衛生と個人防護具着用の目的と意義の解説と練習 

４）感染性微生物検査のための検体の種類と保存•輸送方法について 

５）RT-PCR及びリアルタイム PCRの原理について 

６）新型コロナウイルスの PCR検出法について 

７）実際の検査の流れについて 

８）検体の前処理と PCR検査のセットアップについて 

９）新型コロナウイルス PCR検査の実施 

１０）結果判定について 

１１）精度管理について 

本プログラムを受講し、十分な知識と技術を身につけた受講者に対して、修了証書を授与しまし

た。当センターでは、このプログラムを定期的に実施し、次世代の感染症検査を担う人材を継続的

に育成してまいります。 

 



- 34 - 
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次世代への架け橋授業実施報告 

 

次世代への架け橋授業を実施しました。 

2026年 3月 13日金曜日に山鹿市の城北高等学校の 2年生を対象に架け橋授業を実施し

ました。高校生物の学習内容を発展させつつ、PCR 検査の仕組み、目的、検出方法、精度管理、本

センターの取り組みについて紹介し、次世代を担う生徒たちの医科学への関心を深め、自らの進路

を切り拓く一助となることを目指しました。 
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次世代への架け橋授業アンケート結果 

 

1. 今回の授業内容に興味がわきましたか？ 

臨床検査に興味をもった 23% 

医学に興味をもった   20% 

生命科学に興味をもった 57% 

興味をもてなかった   0% 

 

2. 今回の授業の難易度はどうでしたか？ 

易しい 9% 

普通  50% 

難しい 41% 

 

3. PCR検査の体験型授業（実習）があれば受けてみたいですか？ 

積極的に受けてみたい   17% 

都合が合えば受けてみたい 61% 

あまり受けたいと思わない 22% 

 

4. 他にどのようなテーマの授業を受けてみたいですか？ 

・ 抗がん剤治療とか放射線治療とかの仕組み 

・ ワクチンについて詳しく知りたい 

・ 過去のパンデミックの広がり方 

・ MRIについて 

・ 最新の医療技術 

・ 抗がん剤 

・ 医療現場での放射線の活用例 

・ MRIなどの仕組みを知りたい 

・ ウイルスの検出の方法 

・ 自己免疫疾患について 

・ 予防接種の効果について 

・ 抗がん剤治療の種類や違い 

・ 細胞の修復に関する現在の技術 

・ 日本が行う保健活動 

・ 検査の種類 
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・ レントゲン 

・ 免疫の働きについてとそれのアレルギーの予防、対処への活用 

・ 予防接種の仕組み 

・ 医療の海外とのつながり 

 

5. 今回の授業に対する自由記載のコメントをお願いします 

・ PCR検査の仕組みを知る機会がなかったからおもしろかった！ 

・ 難しかったけど、新しい事を知れて良かったです 

・ 絶対に自分で調べただけだと訳の変わらない単語ばかりで躓いてただろうから、 こうやっ

て授業形式で一つ一つ説明してもらいながら理解していくのはすごく楽しかった 

・ PCR検査はコロナ禍によく聞いたり実際受けたりしましたが、増幅させて調べて行くという

仕組みは面白いなと思いました。 

・ ダブレットを使って質問に答えたりと楽しく授業を受けることができました。 

・ 難しかったけど、PCR検査について少し学べてよかったです。 

・ PCR検査の仕組みを聞いて難しかったけど知れてよかったです 

・ 難しかったけどわかりやすく説明してくれて理解できたし、医学についてすこし興味が出ま

した 

・ PCR検査の仕組みを知れてすごく面白かったです。 

・ 他の医療技術の仕組みにも興味がわきました 

・ 検査をしてもらう時、どのようにして結果がでるかを知れてとても面白かったです。 

・ 生物基礎で履修した内容がどのように大学の生物学に繋がるのかを理解できた。 

・ PCR の仕組みが少し知ることができて，面白いなと感じました。今までは結果だけを見て

たけど，検査の仕組みや過程を知ることにも興味を持っていきたいです。 

・ 全然知らないことばっかりの内容で難しかったけど面白くて少し興味関心を持ちました 

・ 難しかったけど専門的な事を学べて面白かった 

・ 自分には難しかったけど質問が楽しかったです！ 

・ 実際に受けたこともあるPCR検査についての説明を通して、技術や知識の医療現場での

活用の形の一例を知れて、検査学や医学への興味が湧きました。 

・ 生物や医学や保健など自分の進路とはあまり関わりがなかったから知れる機会になって

よかったです 

・ PCR検査以外の検査の構造メカニズムを知りたいと感じた 

・ 普段受けている検査の詳しい仕組みを知ることができ，医療に関する知識の視野が広が

った。 

・ 難しい話とかあったけど検査したらウイルスが発光したり色がついたりするという事がわ

かったし PCR検査の仕組みをしれて嬉しかったです 

・ 専門的な言葉が多くて難しかった 
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・ PCR の仕組みを学ぶ時に生物基礎で習った知識を活用することができたので楽しかっ

たです。 

・ 地球上の動物の割合を知ってびっくりしました。医療の知らなかったことを詳しく知れてよ

かったです。 
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次世代への架け橋授業の案内 
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収支報告 

 

  

生体情報研究センター　令和７年度予算執行報告

１） 寄附金（熊本大学基金） （円）

予算額 執行額 残額

121,180 28,790 92,390

〇予算額内訳 （円）

配当年月日 件名 執行額

ー 令和６年度からの繰越 94,780

2025/6/27 寄附金配当（３名分） 26,400

計 121,180

〇執行額内訳 （円）

執行年月日 品名・件名 執行額

2025/11/11 切手（180,10円） 1式 26,790 　※2024年度活動報告書送付用

2026/3/2 学内メールサーバー利用負担金 2,000

計 28,790

２） 寄附金（クラウドファンディング） （円）

予算額 執行額 残額

2,756,700 974,832 1,781,868

〇予算額内訳 （円）

配当年月日 件名 執行額

2025/6/27 クラウドファンディング配当金 2,756,700

計 2,756,700

〇執行額内訳 （円）

執行年月日 品名・件名 執行額

2025/7/10 熊本大学基金（クラウドファンディング）システム利用手数料 606,474

2025/10/9 生体情報研究センター2024年度活動報告書 1式 198,000

2025/12/5 生体情報研究センターHP再構築作業 1式 165,000

2026/3/19 上質紙 598

2026/3/31 旅費（架け橋事業・城北高校） 4,760

計 974,832


